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平
成
二
十
四
年
は
、「
鷗
外
森
林
太
郎
」
の
生
誕
百
五
十
年
、

没
後
九
十
年
と
い
う
二
重
の
意
味
で
記
念
の
年
で
あ
っ
た
。
森
鷗

外
と
い
え
ば
、
何
よ
り
も
近
代
日
本
の
「
文
豪
」
と
し
て
広
く
知

ら
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
そ
の
名
声
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
こ

れ
ま
で
研
究
書
・
評
伝
の
類
も
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、

汗
牛
充
棟
と
も
い
う
べ
き
鷗
外
の
伝
記
類
に
、
新
た
な
一
冊
が
加

え
ら
れ
た
。
し
か
し
本
書
は
、
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
多
く
の

評
伝
と
は
一
線
を
画
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

著
者
の
意
図
は
、「「
文
豪
森
鷗
外
」
の
頌
德
の
た
め
の
傳
記
で

は
な
く
、
一
箇
の
學
問
人
と
し
て
の
森
林
太
郎
の
内
面
生
活
の
跡

を
探
る
こ
と
に
よ
つ
て
明
治
精
神
史
と
い
ふ
一
つ
の
空
想
の
「
全

體
史
」
の
一
章
を
書
い
て
み
る
と
い
ふ
試
み
で
あ
つ
た
」（
あ
と

が
き
）
に
明
確
で
あ
る
。「
明
治
精
神
史
」
の
一
章
と
し
て
鷗
外

を
捉
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
恐
ら
く
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
視
点
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
国
内
外
の
幅
広
い
知
識
に
通
じ
た
著
者
以
外

に
は
な
し
え
な
い
仕
事
で
あ
る
。

　

本
書
は
、「
少
年
時
代
―
漢
學
と
津
和
野
藩
學
―
」「
大
學
時
代

（
含
陸
軍
出
仕
時
代
）
―
學
問
世
界
へ
の
開
眼
―
」「
留
學
時
代
―
自
由

と
美
の
認
識
―
」「
評
論
家
時
代
―
體
系
構
築
へ
の
情
熱
―
」「
雌
伏

時
代
―
學
理
と
生
理
と
の
葛
藤
―
」「
多
事
多
産
の
時
代
―
榮
達
と

盛
名
の
頂
點
―
」「
大
正
の
新
時
代
―
内
省
と
觀
想
の
季
節
―
」「
歴

史
家
と
し
て
の
晩
年
―
只
是
近
黄
昏
―
」
の
八
章
よ
り
構
成
さ
れ
、

単
な
る
「
文
豪
」
で
は
な
い
、「
一
箇
の
學
問
人
」
と
し
て
の
側

面
が
縦
横
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
な
る
と
、
略
年
譜
も
含
め

て
七
百
頁
を
超
え
る
分
量
に
な
る
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

著
者
の
小
堀
桂
一
郎
氏
は
、
比
較
文
学
・
比
較
文
化
・
日
本
思

想
史
研
究
の
大
家
と
し
て
、
ま
た
保
守
派
の
代
表
的
論
客
と
し
て

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
実
は
八
冊
の
研
究
書
を
刊
行
し
て
い
る

鷗
外
研
究
の
第
一
人
者
で
も
あ
る
。
本
書
は
、
こ
れ
ら
の
業
績
を

基
礎
に
し
た
、
年
来
の
研
究
の
「
集
大
成
」
と
も
い
う
べ
き
評
伝

と
い
え
よ
う
。
ま
た
「
精
神
史
」
研
究
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
と

し
て
も
、
本
書
は
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

小
堀
桂
一
郎
著
　
　〈
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
〉

『
森
鷗
外
―
日
本
は
ま
だ
普
請
中
だ
―
』

　
　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

平
成
二
十
五
年
一
月　

四
六
判　

七
三
三
頁　

本
体
四
二
〇
〇
円
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全
国
に
あ
る
約
八
万
の
神
社
。
し
か
し
実
際
に
は
も
っ
と
多
く

の
神
社
や
祠
が
あ
り
、
神
様
は
私
た
ち
の
社
会
や
日
々
の
暮
ら
し

の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
私
た
ち
日
本
人
は
、
そ
ん
な
神
様
と

ど
の
よ
う
に
お
つ
き
合
い
を
し
て
い
る
の
か
。
本
書
の
目
的
は
、

「
日
本
人
と
の
神
様
の
つ
き
合
い
方
、
向
き
合
っ
た
姿
を
じ
っ
く

り
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
」（
六
頁
）
点
に
あ
る
。

　

第
一
章
「
神
様
に
は
み
な
「
役
割
」
が
あ
る
」、
第
二
章
「
神

社
は
、
神
様
に
会
え
る
場
所
」、
第
三
章
「
神
様
と
人
を
つ
な
ぐ

も
の
―
祭
り
の
持
つ
意
味
―
」、
第
四
章
「
神
様
と
ど
う
つ
き

合
っ
て
い
く
か
」
の
四
章
構
成
。
各
章
の
最
後
に
は
、
そ
の
章
に

関
連
す
る
コ
ラ
ム
「
神
様
に
も
流
行
が
あ
る
？
」「
神
社
の
中
の

お
寺
」「
神
様
の
お
引
っ
越
し
」「
遠
く
の
神
様
に
会
い
に
ゆ
く
」

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
神
道
・
神
社
の
基
本
的
な
知
識
を
的
確
に

盛
り
込
み
つ
つ
、
親
し
み
や
す
く
、
ま
た
分
か
り
や
す
い
文
章
で
、

「
日
本
人
と
の
神
様
の
つ
き
合
い
方
、
向
き
合
っ
た
姿
」
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
く
。
伊
勢
神
宮
や
出
雲
大
社
な
ど
、
有
名
な
神
社

櫻
井
治
男
著　
　
〈
ポ
プ
ラ
新
書
〉

『
日
本
人
と
神
様
―
ゆ
る
や
か
で
強
い
絆
の
理
由
―
』

　

ポ
プ
ラ
社　

平
成
二
十
六
年
一
月　

新
書
判　

一
八
七
頁　

七
八
〇
円

も
多
く
登
場
す
る
が
、
本
書
の
主
役
は
、
む
し
ろ
全
国
津
々
浦
々

に
鎮
座
す
る
地
域
の
「
氏
神
様
」
で
あ
る
。
三
重
県
を
主
た
る
対

象
に
し
て
、
近
現
代
に
お
け
る
地
域
社
会
と
神
社
と
の
関
わ
り
を

見
つ
め
て
き
た
著
者
な
ら
で
は
視
点
と
い
え
よ
う
。

　

本
書
の
結
論
で
あ
り
、
副
題
の
も
と
に
な
っ
た
一
文
が
あ
る
。

「
は
る
か
昔
か
ら
、
八
百
万
の
神
々
と
独
特
の
つ
き
合
い
方
を
し

て
き
た
日
本
人
は
、
神
様
と
の
間
に
ゆ
る
や
か
だ
け
ど
強
い
、
決

し
て
切
れ
な
い
絆
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
／

社
会
が
大
き
な
激
動
を
迎
え
て
い
る
今
、
そ
こ
で
生
き
て
い
く
私

た
ち
が
神
様
に
よ
り
ど
こ
ろ
を
求
め
る
の
は
自
然
な
流
れ
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」（
一
七
六
頁
）。
東
日
本
大
震
災
は
、
東
北
・
関

東
地
方
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
が
、
人
々
が
再
び
「
絆
」

の
大
切
さ
に
思
い
を
致
す
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。
本
書
の
内
容

は
、
そ
の
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
そ
の

「
絆
」
を
キ
イ
ワ
ー
ド
に
、
日
本
人
と
神
様
と
の
関
係
を
解
き
明

か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
「
神
道
概
論
」
で
あ
る
。
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こ
れ
ま
で
、『
西
南
戦
争
―
西
郷
隆
盛
と
日
本
最
後
の
内
戦
―
』

（
中
公
新
書
、
平
成
十
九
年
）、『
近
代
日
本
の
戦
争
と
宗
教
』（
講
談

社
、
平
成
二
十
二
年
）
と
い
っ
た
、
明
治
に
お
け
る
戦
争
を
主
題
と

し
、
さ
ら
に
戦
争
と
宗
教
と
の
関
わ
り
を
論
述
し
て
き
た
著
者
が
、

再
び
戦
争
と
宗
教
と
を
主
題
と
す
る
書
物
を
刊
行
し
た
。
前
著
に

お
い
て
は
、
戊
辰
戦
争
か
ら
日
露
戦
争
ま
で
の
戦
争
と
宗
教
と
の

関
わ
り
を
論
述
し
て
き
た
の
に
対
し
、
本
書
は
、
大
正
・
昭
和
期

の
戦
争
と
宗
教
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。
前
著
と
本
書
に
お
け

る
対
象
と
す
る
時
期
の
違
い
に
つ
い
て
著
者
は
、「
明
治
期
に
も
、

戊
辰
戦
争
、
台
湾
出
兵
、
西
南
戦
争
、
日
清
戦
争
、
そ
し
て
日
露

戦
争
と
い
う
戦
争
が
あ
り
、
そ
れ
に
も
す
で
に
仏
教
や
神
道
、
キ

リ
ス
ト
教
各
派
は
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
「
前
奏
曲
」

と
す
る
な
ら
、
昭
和
期
の
戦
争
と
宗
教
の
関
係
は
「
交
響
曲
」
に

あ
た
る
。
後
者
の
基
本
的
構
造
が
す
で
に
前
者
に
お
い
て
現
れ
、

い
わ
ば
試
験
的
に
実
践
さ
れ
た
う
え
で
、
後
者
で
本
格
的
に
巨
大

な
音
響
と
調
べ
を
も
っ
て
奏
で
ら
れ
た
」（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
と
説
い

小
川
原
正
道
著　
　
〈
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
〉

『
日
本
の
戦
争
と
宗
教 1899–1945

』

　
　

講
談
社　

平
成
二
十
六
年
一
月　

四
六
判　

二
五
九
頁　

一
七
〇
〇
円

て
お
り
、
前
著
と
本
書
と
が
、
連
続
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

本
書
の
構
成
は
、
第
一
章
「「
二
十
世
紀
の
到
来
―
キ
リ
ス
ト

教
公
認
と
宗
教
政
策
―
」、
第
二
章
「
総
力
戦
と
大
陸
へ
の
飛
躍

―
第
一
次
世
界
大
戦
と
布
教
権
」、
第
三
章
「
新
国
家
建
設
と

「
新
理
想
郷
建
設
」
の
模
索
―
満
州
事
変
と
日
本
宗
教
―
」、
第

四
章
「
大
陸
で
の
「
勢
力
拡
大
」
―
日
中
戦
争
と
戦
時
協
力
―
」、

第
五
章
「
対
米
英
決
戦
下
の
精
神
界
―
太
平
洋
戦
争
と
仏
教
・
神

道
・
キ
リ
ス
ト
教
―
」
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
海
外
進
出
に
と

も
な
っ
て
、
海
外
神
社
の
創
建
や
、
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
の
海
外

布
教
の
問
題
が
発
生
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
柄
を
通
し
て
著
者
は
、

宗
教
と
軍
と
の
「
相
互
依
存
」
関
係
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
柄
は
、
戊
辰
戦
争
か
ら
日
露
戦
争
に
至
る
ま

で
の
明
治
期
の
戦
争
に
お
け
る
宗
教
と
軍
と
の
関
係
が
前
提
と
さ

れ
て
お
り
、
本
書
は
、
前
著
『
近
代
日
本
の
戦
争
と
宗
教
』
と
併

せ
て
読
む
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。
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本
書
は
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
の
昭
憲
皇
太
后
百
年

祭
を
記
念
し
て
発
行
さ
れ
た
も
の
で
、
同
著
者
に
よ
っ
て
平
成
二

十
四
年
（
二
〇
一
二
）
明
治
天
皇
百
年
祭
に
あ
た
り
刊
行
さ
れ
た

『
絵
画
と
聖
蹟
で
た
ど
る
明
治
天
皇
の
御
生
涯
』
と
対
を
な
す
も

の
で
あ
る
。

　

昭
憲
皇
太
后
は
、
御
文
藻
に
優
れ
約
三
万
首
の
御
歌
を
御
遺
し

に
な
っ
た
。
ま
た
、
慈
善
事
業
や
女
子
教
育
に
と
り
わ
け
熱
心
で

あ
ら
せ
ら
れ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
明
治
天

皇
を
内
よ
り
支
え
ら
れ
、
御
み
ず
か
ら
国
民
に
範
を
示
さ
れ
、
近

代
国
家
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
た
。

　

本
書
の
特
色
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
る
こ
と
の
少
な

か
っ
た
昭
憲
皇
太
后
の
ご
生
涯
に
つ
い
て
御
歌
と
御
跡
で
た
ど
る

も
の
で
あ
り
、
ゆ
か
り
の
深
い
三
十
六
項
目
を
選
定
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
「
第
一
章 

ご
生
誕
の
地
京
都
」「
第
二
章 

近
郊
の
地
を

ご
探
訪
」「
第
三
章 

風
光
明
媚
の
地
に
て
」「
第
四
章 

故
人
を
慕

わ
れ
て
」「
第
五
章 

行
幸
中
の
天
皇
を
案
じ
ら
れ
て
」「
第
六
章 

慈
し
み
の
御
心
」「
第
七
章 

国
の
栄
え
を
念
じ
ら
れ
て
」「
第
八

章 

神
々
を
尊
ば
れ
て
」「
第
九
章 

沼
津
の
ご
晩
年
」
の
全
九
章
に

御
歌
を
配
し
て
い
る
。
ま
た
解
説
文
は
す
べ
て
最
新
の
研
究
成
果

を
ふ
ま
え
、
関
連
す
る
部
分
に
写
真
家
竹
崎
恵
子
氏
の
撮
影
で
あ

る
四
季
折
々
の
美
し
い
写
真
を
随
所
に
ち
り
ば
め
て
、
昭
憲
皇
太

后
の
御
心
を
感
得
で
き
る
よ
う
に
視
覚
的
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
モ
ニ
カ
・
ベ
ー
テ
「
昭
憲
皇
太
后
と
尼
門
跡　

旧
比
丘

尼
御
所
」、
米
窪
明
美
「
昭
憲
皇
太
后
の
ご
日
常
・
赤
坂
仮
皇
居

時
代
」「
昭
憲
皇
太
后
の
御
日
常
・
明
治
宮
殿
時
代
」、
奥
田
環

「
昭
憲
皇
太
后
と
東
京
女
子
師
範
学
校
」、
真
辺
美
佐
「
昭
憲
皇
太

后
の
教
育
ご
奨
励
」、
植
木
淑
子
「
昭
憲
皇
太
后
と
洋
装
」、
齋
藤

洋
子
「『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』
の
公
刊
」
と
い
っ
た
第
一
線
の
女

性
研
究
者
た
ち
に
よ
る
コ
ラ
ム
も
収
載
、
巻
末
に
は
「《
年
譜
》

昭
憲
皇
太
后
と
そ
の
時
代
」
を
掲
載
し
、
さ
ら
に
主
要
参
考
文
献

も
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
あ
ら
た
な
視
点
で
昭
憲
皇
太
后
の

御
姿
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
好
著
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

打
越
孝
明
著
・
竹
崎
恵
子
写
真
・
明
治
神
宮
監
修

『
御
歌
と
み
あ
と
で
た
ど
る
　
明
治
天
皇
の
皇
后
　

昭
憲
皇
太
后
の
ご
生
涯
』

　
　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
・
中
経
出
版　

平
成
二
十
六
年
三
月　
Ｂ
5
判　

一
八
九
頁　

本
体
一
九
〇
〇
円
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昭
憲
皇
太
后
の
ご
生
涯
は
、
崩
御
後
に
公
刊
さ
れ
た
多
く
の
伝

記
類
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
は
知
ら
れ
て
き
た
が
、
明
治
天
皇
と

比
べ
て
隔
靴
掻
痒
の
感
を
免
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
研

究
者
は
、
史
料
的
な
制
約
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
、
皇
太
后
を
論
じ

て
き
た
の
が
実
情
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
本
年
、
昭
憲

皇
太
后
百
年
祭
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
の
学
界
の
渇
望
を
癒
す

史
料
が
公
刊
さ
れ
た
。
本
書
は
、
昭
和
三
十
二
年
か
ら
四
十
一
年

に
か
け
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
編
修
課
が
編
修
・
完
成
さ
せ
た
皇
太

后
の
公
的
な
伝
記
で
、
ご
生
誕
か
ら
崩
御
ま
で
の
六
十
五
年
間
の

全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
根
本
史
料
で
あ
る
。

　
『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
課
宮
内
公
文
書
館
所

蔵
）
は
、
本
文
と
そ
の
典
拠
資
料
と
か
ら
成
る
「
稿
本
」
二
百

五
十
八
冊
（
う
ち
年
譜
四
冊
）、
そ
れ
か
ら
本
文
の
み
を
抜
粋
し
た

「
抄
本
」
四
十
九
冊
（
う
ち
年
譜
四
冊
）、
そ
し
て
「
附
属
資
料
」

四
冊
か
ら
成
る
が
、
こ
の
た
び
公
刊
さ
れ
た
の
は
年
譜
四
冊
を
含

む
「
抄
本
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
上
巻
・
下
巻
・
別
巻
三
冊
に
ま
と

め
て
公
刊
さ
れ
た
。
上
巻
は
嘉
永
二
年
か
ら
明
治
三
十
年
ま
で
、

下
巻
は
明
治
三
十
一
年
か
ら
大
正
三
年
ま
で
が
収
め
ら
れ
、
こ
の

二
冊
で
皇
太
后
の
ご
生
涯
が
把
握
で
き
る
。『
明
治
天
皇
紀
』
と

同
じ
よ
う
に
、
内
容
に
関
す
る
頭
注
が
付
さ
れ
、
こ
れ
が
本
文
の

理
解
を
助
け
て
い
る
。
別
巻
は
年
譜
・
解
題
・
索
引
で
あ
る
。
解

題
「『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』
に
つ
い
て
」
は
米
田
雄
介
氏
に
よ
る

も
の
。
二
度
の
大
き
な
中
断
を
経
て
編
修
・
完
成
に
至
っ
た
こ
と

や
、
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
部
分
に
つ
い
て
の
補
足
説
明
と
、
皇

太
后
の
特
筆
す
べ
き
ご
事
績
が
詳
論
さ
れ
て
い
る
。
索
引
は
精
度

の
高
い
人
名
索
引
で
、
本
文
の
検
索
に
至
便
で
あ
る
。

　
『
明
治
天
皇
紀
』
を
補
完
す
る
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
近
代
史
・

皇
室
史
・
社
会
史
・
女
性
史
の
研
究
に
一
石
を
投
ず
る
重
要
史
料

の
公
刊
で
あ
る
（
本
実
録
に
つ
い
て
は
、
堀
口
修
氏
「『
昭
憲
皇
太
后

実
録
』
の
編
修
に
つ
い
て
」『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
第
五
十

号
、「
明
治
天
皇
の
皇
后
と
そ
の
時
代
―
『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』
を
読
み

解
く
―
」『
神
園
』
第
十
二
号
も
併
せ
て
読
ま
れ
た
い
）。

明
治
神
宮
監
修

『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』
全
三
冊

　
　

吉
川
弘
文
館　

平
成
二
十
六
年
四
月　

菊
版　

全
二
一
一
八
頁　

本
体
四
五
〇
〇
〇
円
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欧
米
文
化
を
取
り
入
れ
急
速
な
近
代
化
を
果
た
し
た
明
治
時

代
は
、
女
性
も
ま
た
、
大
き
な
変
革
を
求
め
ら
れ
た
時
代
で
も

あ
っ
た
。
本
書
は
明
治
神
宮
国
際
神
道
文
化
研
究
所
・
定
期
刊
行

物
『
神
園
』
に
連
載
さ
れ
た
同
表
題
論
文
を
加
筆
・
編
集
し
た
も

の
で
あ
り
、
明
治
天
皇
の
皇
后
で
あ
る
昭
憲
皇
太
后
に
よ
っ
て
成

さ
れ
た
「
女
子
教
育
」「
殖
産
興
業
」「
福
祉
事
業
」「
宮
中
儀
礼
」

の
四
つ
の
社
会
活
動
と
、
日
本
近
代
史
を
構
成
す
る
重
要
な
一
片

で
あ
る
「
明
治
の
女
性
」
に
焦
点
を
あ
て
、
日
本
が
近
代
国
家
と

し
て
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
か
を
解
き
明
か
す
も
の
で
あ
る
。
本

書
で
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
れ
ま
で
の
昭
憲
皇
太
后
の
一
代
記
や
、

皇
太
后
に
関
す
る
挿
話
を
集
め
た
書
籍
と
は
一
線
を
画
し
、
女
官

や
華
族
・
政
治
高
官
の
妻
た
ち
、
あ
る
い
は
女
子
留
学
生
、
女
学

生
、
工
女
、
看
護
婦
と
い
っ
た
近
代
日
本
を
生
き
た
女
性
た
ち
の

言
説
か
ら
「
昭
憲
皇
太
后
像
」
を
探
っ
た
点
に
あ
る
。
著
者
は

当
時
の
日
記
や
回
想
録
、
あ
る
い
は
「
御
歌
」、「
御
文
書
」
な

ど
を
通
し
、「
明
治
の
女
性
」
に
と
っ
て
の
昭
憲
皇
太
后
像
、
ま

小
平
美
香
著

『
昭
憲
皇
太
后
か
ら
た
ど
る
近
代
』

　
　

ぺ
り
か
ん
社　

平
成
二
十
六
年
四
月　

四
六
判　

二
〇
三
頁　

本
体
一
八
〇
〇
円

た
「
昭
憲
皇
太
后
」
か
ら
向
け
ら
れ
た
女
性
た
ち
に
対
す
る
眼
差

し
に
つ
い
て
丹
念
に
捉
え
て
い
る
。
本
文
に
対
し
当
時
の
様
子
を

窺
い
知
る
手
掛
か
り
と
し
て
写
真
や
錦
絵
、
女
性
雑
誌
の
誌
面
と

い
っ
た
視
覚
資
料
が
効
果
的
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
初
見
で
も
理

解
し
や
す
い
。
ま
た
本
書
の
資
料
に
は
、
本
年
公
刊
さ
れ
た
『
昭

憲
皇
太
后
実
録
』
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
『
明
治
天
皇

紀
』
等
か
ら
断
片
的
に
読
み
解
か
れ
て
き
た
昭
憲
皇
太
后
像
が
、

『
実
録
』
を
通
し
て
よ
り
明
確
に
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
昭
憲
皇
太

后
に
お
け
る
最
新
の
研
究
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
一
冊
と
い
え
よ

う
。
明
治
天
皇
を
内
か
ら
支
え
、
あ
る
い
は
「
蒲
柳
の
質
」
で
あ

る
―
い
わ
ゆ
る
、「
従
来
の
女
性
像
・
皇
后
像
」
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
き
た
昭
憲
皇
太
后
。
本
書
に
よ
り
、
近
代
に
相
応
し
い
女
性

像
を
模
索
す
る
深
い
思
慮
と
、
自
ら
が
婦
女
の
鑑
た
る
べ
き
と
い

う
強
い
意
志
、
そ
し
て
、「
伝
統
と
革
新
」
と
を
調
和
さ
せ
明
治

の
女
性
を
牽
引
す
べ
く
御
力
を
尽
く
し
た
、「
近
代
初
の
皇
后
」

の
新
た
な
姿
と
近
代
史
像
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
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一
昨
年
は
昭
憲
皇
太
后
基
金
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
百
年
、
本
年

は
昭
憲
皇
太
后
崩
御
百
年
の
節
目
を
迎
え
た
。
今
日
の
開
発
援
助

の
先
駆
け
と
し
て
世
界
で
高
く
評
価
さ
れ
な
が
ら
日
本
人
が
知
ら

な
い
明
治
日
本
初
の
偉
業
、
昭
憲
皇
太
后
基
金
。
本
書
は
そ
の
百

年
の
歴
史
の
全
貌
を
初
め
て
紹
介
し
た
一
冊
で
あ
る
。

　
「
第
一
章
挑
戦
」
で
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
障
が
い
児
童
と
そ
の

家
族
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
、
リ
ト
ア
ニ
ア
で
は
人
身
売

買
問
題
に
立
ち
向
か
う
人
々
に
出
会
い
、
バ
ヌ
ア
ツ
で
は
い
の
ち

の
教
育
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
そ
こ
で
筆
者
が
感
じ
た
の
は
、
支
援

の
向
こ
う
側
に
あ
る
世
界
の
声
・
歴
史
の
声
に
耳
を
傾
け
、
学
び

の
機
会
と
す
る
こ
と
こ
そ
が
こ
の
基
金
を
尋
ね
る
主
旨
で
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
「
第
二
章
誕
生
」
で
は
、
基
金
の
源
流
を
た
ず
ね
て
、
百
年
前

に
遡
り
、
明
治
時
代
の
皇
室
の
災
害
救
護
に
お
け
る
救
恤
の
歴
史
、

ま
た
近
代
化
す
る
宮
廷
の
皇
后
の
姿
と
皇
后
を
支
え
た
通
訳
の
女

官
た
ち
に
思
い
を
馳
せ
る
。
筆
者
は
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
永
続

今
泉
宜
子
著

『
明
治
日
本
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
た
ち
―
世
界
を
救
い
続
け
る
赤
十
字
　
　

「
昭
憲
皇
太
后
基
金
」の
一
〇
〇
年
―

』

　
　

扶
桑
社　

平
成
二
十
六
年
四
月　

四
六
判　

一
五
〇
〇
円

す
る
善
意
の
種
を
世
界
に
蒔
い
た
明
治
期
日
本
の
志
と
は
す
な
わ

ち
、「
平
時
救
護
の
奨
励
と
国
際
親
善
へ
の
期
待
、
昭
憲
皇
太
后

基
金
に
は
こ
の
両
者
に
寄
せ
る
皇
后
の
深
い
思
い
が
根
底
に
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。」
と
。

　
「
第
三
章
軌
跡
」
で
は
、
基
金
の
百
年
の
歴
史
を
た
ず
ね
て
、

膨
大
な
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
を
紐
解
き
、
時
代
の
要
請
に
応
じ
て
そ

の
用
途
を
変
え
て
い
っ
た
基
金
の
全
貌
を
振
り
か
え
る
。
そ
し
て

「
こ
の
さ
さ
や
か
な
支
援
が
よ
り
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
と
し
て
、「
基
金
配
分
先
の
取
り
組
み
か

ら
「
学
ぶ
」
こ
と
」、
す
な
わ
ち
、「
明
治
日
本
が
育
ん
だ
基
金
の

恩
恵
は
、
支
援
の
向
こ
う
側
に
い
る
人
々
だ
け
で
な
く
、
世
界
に

学
ぶ
機
会
を
与
え
ら
れ
て
い
る
我
々
の
側
に
も
、
等
し
く
注
が
れ

て
い
る
」
と
い
う
実
感
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
末
に
は
、
昭

憲
皇
太
后
基
金
配
分
先
一
覧
の
第
一
回
（
一
九
二
一
）
～
第
九
十

二
回
（
二
〇
一
三
）
を
掲
載
。
本
書
は
決
し
て
美
談
集
に
留
ま
ら

な
い
真
実
の
昭
憲
皇
太
后
基
金
の
詳
細
な
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
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平
成
二
十
五
年
十
月
に
遷
宮
祭
の
中
心
を
な
す
遷
御
の
儀
が
皇

大
神
宮
、
豊
受
大
神
宮
に
お
い
て
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
た
。
当
度
の

遷
宮
に
お
い
て
は
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
の
報
道
も
過
熱
し
、
書
店
の

店
頭
に
は
数
多
く
の
伊
勢
の
神
宮
に
関
す
る
啓
蒙
書
が
並
ん
だ
。

そ
の
甲
斐
も
あ
り
、
平
成
二
十
五
年
の
神
宮
へ
の
参
拝
者
数
は
、

明
治
二
十
八
年
よ
り
統
計
を
取
り
出
し
て
か
ら
最
大
と
な
る
一
四

二
〇
万
人
に
も
達
し
た
。
か
か
る
伊
勢
の
神
宮
、
と
り
わ
け
二
十

年
に
一
度
斎
行
さ
れ
る
遷
宮
祭
に
対
す
る
国
民
の
関
心
の
高
ま
り

の
な
か
で
、
す
で
に
神
宮
の
祭
祀
や
歴
史
の
基
礎
知
識
に
通
じ
た

人
々
を
対
象
と
す
る
、
専
門
的
な
研
究
の
成
果
に
基
づ
く
平
易
な

解
説
書
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

神
道
文
化
叢
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
本
書
は
、
か
か
る
趨
勢
に

対
応
し
た
研
究
書
で
あ
り
、
著
者
音
羽
悟
氏
は
、
神
宮
主
事
と
し

て
神
宮
司
庁
広
報
室
に
勤
務
す
る
傍
ら
、
神
宮
司
庁
が
編
集
す
る

神
宮
の
広
報
誌
『
瑞
垣
』
等
に
、
研
究
論
文
を
定
期
的
に
発
表
し

て
き
た
篤
学
の
士
で
あ
る
。

音
羽
悟
著　
　
〈
神
道
文
化
叢
書
〉

『
悠
久
の
森
―
神
宮
の
祭
祀
と
歴
史
―
』

　
　

弘
文
堂　

平
成
二
十
六
年
六
月　

Ａ
5
判　

三
二
六
頁　

本
体
四
八
〇
〇
円

　

全
六
章
か
ら
成
る
本
書
の
各
節
を
列
挙
す
る
と
、「
神
宮
式
年

遷
宮
に
つ
い
て
」「
宇
治
橋
の
歴
史
に
つ
い
て
」「
御
裳
濯
川
大
橋
の

架
橋
に
つ
い
て
」「
饗
土
橋
姫
神
社
の
歴
史
に
つ
い
て
」「
風
日
祈
宮

橋
の
歴
史
に
つ
い
て
」「
五
十
鈴
川
の
歴
史
に
つ
い
て
」「
山
口
祭
・

木
本
祭
の
日
時
の
沿
革
に
つ
い
て
」「
御
樋
代
木
奉
曳
式
の
沿
革
に

つ
い
て
」「
御
船
代
祭
の
沿
革
に
つ
い
て
」「
鎮
地
祭
の
歴
史
に
つ
い

て
」「
鎮
地
祭
・
心
御
柱
奉
建
・
立
柱
祭
・
上
棟
祭
の
日
時
の
沿
革

に
つ
い
て
」「
立
柱
祭
・
上
棟
祭
の
歴
史
に
つ
い
て
」「
杵
築
祭
の
歴

史
に
つ
い
て
」「
神
嘗
祭
の
古
儀
に
つ
い
て
」「
神
田
の
由
来
」「
内
宮

の
御
田
祭
の
歴
史
」「
外
宮
の
御
田
祭
の
歴
史
」「
抜
穂
祭
の
歴
史
に

つ
い
て
」「
近
世
に
お
け
る
古
儀
復
興
の
精
神
」「
御
祓
大
麻
の
起
源

と
沿
革
」「
豊
臣
秀
吉
の
勤
王
」「
神
宮
の
文
書
収
蔵
の
変
遷
」「
神
社

と
環
境
」
等
で
あ
り
、
遷
宮
祭
を
始
め
と
す
る
神
宮
祭
祀
・
故
実

の
歴
史
的
沿
革
を
、
習
熟
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

正
確
な
神
宮
史
を
通
じ
て
、
今
日
に
ま
で
継
承
さ
れ
る
神
宮
の

全
体
像
を
学
べ
る
好
著
で
あ
ろ
う
。
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サ
ラ
エ
ボ
事
件
に
端
を
発
す
る
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
た

の
は
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
日
英
同
盟
を

事
由
に
我
国
も
参
戦
し
た
こ
の
大
戦
の
勃
発
か
ら
、
本
年
が
百
年

目
に
あ
た
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
我
国
が
参
戦
国
で
あ
っ
た
事
実
と
は
異
な
り
、
こ
の
大

戦
に
対
す
る
当
事
者
意
識
は
希
薄
な
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
一
方

で
、
学
術
誌
な
ど
に
お
い
て
は
特
集
が
組
ま
れ
る
な
ど
、
さ
ら
な

る
研
究
の
蓄
積
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
般
書
に
お
い
て
も

同
様
に
、
こ
の
大
戦
を
と
り
あ
げ
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　

本
書
も
ま
た
大
戦
勃
発
百
年
の
節
目
に
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
構
成
は
序
章
「
第
一
次
世
界
大
戦
を
め
ぐ
っ
て
」
に
は

じ
ま
り
、
第
一
章
「
一
九
一
四
―
大
戦
の
始
ま
り
」、
第
二
章
「
物

量
戦
へ
の
移
行
と
防
御
の
優
位
」、
第
三
章
「
戦
争
目
的
の
重
層

化
と
総
力
戦
体
制
の
成
立
」、
第
四
章
「
大
戦
終
結
を
目
指
し
て
」

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
お
わ
り
に
―
第
一
次
世
界
大
戦
の
歴

史
的
位
置
」
で
は
、
歴
史
的
位
置
付
け
を
通
し
て
、
こ
の
大
戦
が

木
村
靖
二　
　
〈
ち
く
ま
新
書
〉

『
第
一
次
世
界
大
戦
』

　
　

筑
摩
書
房　

平
成
二
十
六
年
七
月　

新
書
判　

二
四
〇
頁

も
た
ら
し
た
も
の
、
破
壊
し
た
も
の
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

著
者
は
ド
イ
ツ
近
現
代
史
を
専
攻
し
て
お
り
、
記
述
は
ド
イ
ツ

を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば
第
三
章
「
戦
争
目
的
の

重
層
化
と
総
力
戦
体
制
の
成
立
」
に
お
け
る
「
総
力
戦
と
は
何

か
」
で
は
、
我
国
で
一
般
的
に
知
ら
れ
る
「
総
力
戦
」
と
い
う
語

句
と
、
直
訳
で
あ
る
「
全
体
戦
争
」
と
い
う
語
句
か
ら
、
こ
の
大

戦
が
新
し
い
戦
争
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
お
り
興
味
深
い
。

　

著
者
は
、
本
書
の
目
的
を
、「
す
で
に
膨
大
な
研
究
の
蓄
積
が

あ
り
、
さ
ら
に
近
年
新
た
な
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
大
戦
史
研
究

の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
史
研
究
が
現
在
ど
の
よ

う
な
段
階
に
達
し
て
い
る
か
を
示
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
大
戦
像
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
か
を
確
認
す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
第
一

次
世
界
大
戦
像
を
提
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
基
礎
的
な
事
柄
に

つ
い
て
も
詳
細
に
解
説
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
分
野
に
お
け
る

テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
最
良
の
一
冊
で
あ
る
。
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本
書
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
五
日
、
北
海
道
神
宮
に
お
い
て

斎
行
さ
れ
た
明
治
天
皇
御
増
祀
五
十
年
式
年
大
祭
の
記
念
事
業
と

し
て
刊
行
さ
れ
た
。
編
集
・
執
筆
を
担
当
し
た
國
學
院
大
學
研
究

開
発
推
進
機
構
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
は
、
北
海
道
神
宮
か
ら

の
依
頼
を
受
け
て
、
平
成
二
十
四
年
度
及
び
平
成
二
十
五
年
度
の

研
究
事
業
（
代
表
者　

阪
本
是
丸
）
と
し
て
、「
北
海
道
神
宮
の
研

究
」
を
実
施
し
た
。
そ
の
研
究
成
果
が
本
書
と
し
て
結
実
し
た
の

で
あ
る
。

　

北
海
道
神
宮
の
前
身
で
あ
る
札
幌
神
社
の
嚆
矢
は
、
明
治
二
年

九
月
一
日
、
明
治
天
皇
の
勅
旨
に
よ
る
神
祇
官
で
の
御
祭
神
、
開

拓
三
神
の
鎮
祭
に
遡
る
。
当
時
、
ロ
シ
ア
は
樺
太
に
お
い
て
戦
端

を
開
き
、
そ
の
勢
い
に
乗
じ
て
北
海
道
を
占
領
す
る
こ
と
を
画
策

し
て
お
り
、
維
新
政
府
に
と
っ
て
北
海
道
確
保
は
喫
緊
の
重
要
課

題
で
あ
っ
た
。
爾
来
、
札
幌
神
社
は
、
北
海
道
の
開
拓
の
進
捗
と

共
に
、
明
治
四
年
五
月
に
国
幣
小
社
に
加
列
さ
れ
、
そ
の
後
、
官

幣
小
社
、
官
幣
中
社
、
そ
し
て
明
治
三
十
二
年
七
月
に
は
官
幣
大

社
へ
と
昇
格
し
た
。
昭
和
三
十
九
年
に
は
創
建
以
来
の
祭
神
で
あ

る
大
国
魂
神
・
大
那
牟
遅
神
・
少
彦
名
神
に
加
え
て
明
治
天
皇
を

増
祀
・
鎮
祭
し
、
神
社
名
も
「
神
宮
号
」
を
冠
す
る
神
社
と
し
た

い
と
い
う
戦
前
か
ら
の
粘
り
強
い
要
望
が
実
現
さ
れ
、「
札
幌
神

社
」
か
ら
「
北
海
道
神
宮
」
へ
と
改
称
さ
れ
、
名
実
と
も
に
「
北

海
道
総
鎮
守
」
に
ふ
さ
わ
し
い
神
社
と
な
っ
た
。

　

本
書
は
、
か
か
る
歴
史
的
な
経
緯
を
辿
っ
た
北
海
道
神
宮
（
札

幌
神
社
）
を
、
明
治
天
皇
と
北
海
道
と
の
関
わ
り
、
及
び
明
治
天

皇
御
増
祀
の
意
義
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
歴
史
的
に
説
明
す

る
こ
と
を
主
た
る
課
題
と
し
、
そ
の
背
景
、
関
連
状
況
と
し
て
、

崇
敬
・
信
仰
史
を
論
じ
た
成
果
を
集
成
し
、
さ
ら
に
、「
都
市
・

札
幌
と
札
幌
神
社
」、「
北
海
道
と
札
幌
神
社
」、「
北
方
地
域
と
札

幌
神
社
」
と
い
っ
た
対
象
領
域
を
も
網
羅
し
て
い
る
。

　

今
後
の
神
社
研
究
の
指
針
を
示
す
画
期
的
な
好
著
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。

北
海
道
神
宮
・
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
編

『
北
海
道
神
宮
研
究
論
叢
』

　
　

弘
文
堂　

平
成
二
十
六
年
十
月　

Ａ
5
判　

三
九
五
頁　

本
体
五
五
〇
〇
円


